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Many recent theories of global politics have accounted for the actions of transnational
actors from the standpoint of positivist methodology.
On the contrary, this paper aims to provide an alternative explanation for the actions of
transnational actors. By applying the theories of Jiirgen Habermas, it attempts to present
another political power, which does not stem from positivistic theorising. Also, the paper offers
an account of political action of such entities that are independent from the politics among
states, by recognizing them as the actors of civil society, where political powers are construct-
ed by Habermas's concept of "communicative rationality.
キーワード:ユルゲン･ハーバーマス､市民社会論､トランスナショナルアクター､コミュニケーシ
ョン的合理性､政治的パワー
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1) ｢国際政治(internationalpolitics)｣とは､ ｢国家間｣で行われる政治のことをとくに指すきらいがあるため､ ｢世





2) Thomas Risse-Kappen, "Bringing Transnational Relations Back In: Introduction, in Thomas Risse-Kappen ed,
Bringing Transnational Relations Back ln: non-state actors, domestic structures and international institutions,






未来社､ 1987年｡なお､ 1992年に出版された『事実性と妥当』 (Faktizitat und Gettung, Suhrkamp. 1992)にも市民
社会についての言及があるが､これに関しては邦訳がないため､以下の文献を参考にしたO豊泉周治『ハーバーマ
スの社会理論』世界思想社､ 2000年､中村健吾｢現代ドイツの｢市民社会｣論争-ハバーマス､グラムシ､ヒル



















4)山本吉宣｢二つの戦後と国際政治学｣ 『国際問題』第481号､ 2000年4月､ 4-28頁､とくに22-25頁｡また､コンス
トラクテイヴィズムの主要な3論者の議論をまとめた研究として､ Maia Zehfuss, Constructivism in International
Relations : The Politics of Reality, Cambridge : Cambridge University Press, 2002｡
5)ハーバーマスのコミュニケーション的行為の理論を取り入れた研究としてThomas Risse, "'Let's Argue!': Com-
municative Action in World Politics," International Organization, Vol. 54, No. 1, Winter, 2000, pp.ト39が挙げ
られる｡また､フリードリヒ･タラトクヴィル(FriedrichKratochwil)もハーバーマス理論を適用している(Cf.
Zehfuss, op. a,た, p. 16)
6)主なものとして以下の文献がある　Richard Fal.k, "Global Civil Society and the Democratic Prospects," in




第35巻第4号､ 2000年3月､ 109-120頁; Michael Waltzer ed, Toward Global Civil Society, New York : Berghahn
Books, 1995 ; Ronnie D. Lipschutz, "Reconstructing World Politics: The Emergence of Global Civil Society,"
Millemum: Journal of International Studies, Vol. 21, No. 3, 1992, pp. 389-420.また､市民社会論を国際政治学に用
いた研究をまとめた業績として以下を参照｡遠藤貢｢｢市民社会論｣ -グローバルな適用の可能性と問題｣ 『国際
問題』第484号､ 2000年7月､ 2-16頁｡
7) Cf. Robert 0. Keohane and Joseph S. Nye, Jr., Transnational Relations and World Politics, Cambridge: Cam-
bridge University Press, 1971 ; Robert 0. Keohane and Joseph S. Nye, Jr., Power and ln由7勿　　　Boston:
Little, Brown and Coリ1977.また､この時期のトランスナショナルな関係に対する諸研究とそれらに対する批判に
ついては以下を参照｡馬場伸也｢非国家的行為体と国際関係｣ 『国際政治』第59号､ 1978年､ i-Ⅹ頁､大芝亮｢序
国際関係における行為主体の再検討｣『国際政治』第119号､ 1998年10月､ ｢10頁､とくに1 I 2頁､Volker Rittberger,
Christina Schrade, and Daniela Schwalzer, "Introduction to Transnational Civil Society Actors and the Quest
for Security," in Muthiah Alagappa and Takashi Inoguchi eds., International Security Management and the
United Nations, Tokyo: UNU Press, 1999, pp. 109-138, especially, pp. 110-111 ; Risse-Kappen, "Bringing Trans-





















Stephen D. Krasner, "Inゎ-ational Organization and the Study of World Politics," International Organization,
Vol. 52, No. 4, Autumn, 1998, pp. 645-685｡








対象範囲ではない　Virginia Haufler, "Crossing the Boundary between Public and Private: International
Regimes and Non-State Actors," in Volker Rittberger ed, Regime Theory and ln由mational Relations, New
York: Clarendon Press, 1993, pp. 94-111､宮脇昇｢国際レジームにおけるNGOアクターー人権NGOをめぐる国
連とOSCEの比較-｣ F国際政治』第119号､ 1998年10月､ 55-69貢参,Q.
10) Risse-Kappen, "Bringing Transnational Relations Back ln: introduction," op. cit, p. 5.
ll) Ibid.ただし､その中でも.)セ-カッペンの論文とスティーブン･D ･クラスナ- (StephenD.Krasner)の論文に
関しては､彼らのケーススタディの総括として､理論分析の性格を有し､重要な示唆が得られることを付記する.
Thomas Risse-Kappen, "Structures of Governance and Transnational Relations: What have we learned'"
Risse-Kappen ed, op. tit, pp. 280-313; and Stephen D. Krasner, 〃Power Politics, Institutions, and Transnational
Relations," Risse-Kappen ed., op. tit, pp. 257-279.
12)最近の研究成果として渡辺､土山､前掲書を参照｡
13)グローバル･ガヴァナンスの定義の代表として､グローバル･ガヴァナンス委員会の定義がある　Commissionon




























14) Cf. Peter J. Katzenstein, Robert 0. Keohane, and Stephen D. Krasner, "In血rnational Organization and the
Study of World Politics," Inおrnational 0聯nhation, Vol. 52, No. 4, Autumn 1998, pp. 659-660.
15)市民社会という言葉の意味について検討を加えた近年の研究としてフランク･ ∫ ･シュワルツ｢シビル･ソサエテ
ィとは何か｣ Ft/ヴァイアサンj第31巻､ 2002年秋､ 26-37頁､また市民社会という言葉の様々な定義について簡潔
にまとめたものとしてPaul Wapner, "The Normative Promise of Nonstate Actors: A Theoretical Account of
Global Civil Society," in Paul Wapner and Lester Edwin J. Ruiz edsリPrincip由蝣d World Politics: The Challenge































































23) Hans J. Morgenthau, Scientific Man vs. Power Politics, Chicago : The University of Chicago Press, 1946.
24)本章以降ではハーバーマスの言う｢認知的･道具的合理性｣および｢権力｣をそれぞれ､国際政治理論研究で一般
的に用いられる用語である｢実証主義的な合理性｣および｢パワー｣に置き換える｡
25)ウォ)I,ツのシステム論に関して､ Kenneth N. Waltz, Theory of International Politics, New York: McGrow-Hill,
1979参照｡また､ウォルツのシステム論がハーバーマスの言うシステムと必ずしも同一でないため､幾つかの修正
は必要である｡また､以上のような科学の捉え方からすると､科学的知識が国際政治の構造に影響を与えるとする
いわゆる｢認識の共同体｣論も､システム額域を説明する理論と言える　Peter M. Haas ed, Knowledge, Power,
and International Policy Coordination, South Carolina : University of South Carolina Press, 1997.
26)こうした2通りの方法論のいずれをも否定することなく､いずれもが重要であるとする本稿のような捉え方は､ロ
バート･W･コック耳の考え方と符合する｡彼の場合実証主義的な方法論を｢問題解決理論(problem-solving
theory)｣と呼び､了解的な方法論を｢批判理論(critical theory)｣と呼ぶ　Cf. Robert W. Cox, "Social Forces,
States and World Orders: Beyond International Relations Theory" in Robert 0. Keohane ed., Neorealism and
































































29) Cf. Waltz, op. tit, p. 93.


































33)以下を参照James N. Rosenau, "Governance, Order, and Change in World Politics," in James N. Rosenau and
Ernst-Otto Czempiel eds., Governance without Government: Order and Change in World Politics, Cambridge:
Cambridge University Press, 1992, pp. 1-29, especially, p. 7 ;大芝亮､山田敦｢グローバル･ガバナンスの理論的





























34) Cf.Risse, op. at, p. 14.
35)ハーバーマス『コミュニケイション的行為の理論[下]』､ 359貢｡
36)法制化を｢義務(obligation)｣ ｢正確性(precision)｣ ｢委任(delegation)｣という三つの内容によって特徴付けら
れるある種の制度化形態と捉え､その度合いを検討する研究として以下を参照　Kenneth W.Abbott, Robert 0.
Keohane, Andrew Moravcsik, Anne-Marie Slaughter, and Duncan Snidal, "The Concept of Legalization, '
I International 0聯mzation, Vol. 54, No. 3, Summer, 2000, pp. 40ト419.
国際公共政策研究 第7巻第2号
危機にとどまらず､グローバルな広がりを持って進んでいるため､我々の生活世界の危機と
して理解されることは説明できる｡しかしたとえば地雷問題など､地域的に限定されるよう
な国際間題で起きた国際的市民運動はどのように説明されるのか｡この場合確かに地雷によ
って自らの生活を寸断され､また体の自由をも奪われた人々にとって､この間題が生活世界
の危機であることは間違いない｡とはいえ､実際に地雷廃絶の運動にはそういった直接に生
活世界を脅かされている人々だけでなく､自らの生活を直接には脅かされていない人々も参
加した｡この後者の人々にとっては､自らの生活世界に如何なるアイデンティティの危機が
あったのかo確かにこうした社会における少数派と多数派との間の｢シンメトリーを欠いた
パターン｣についてはハーバーマスも注意を向けている37)彼らはコミュニケーション的討
議を通じて､ ｢利害の普遍化を図ること｣ができるし､それこそがコミュニケーション的合理
性による認識のなされ方ではある｡しかし果たして実際にもそう言えるのか｡もしも地雷の
問題に関してそうと言えるとしても､様々な国際間題についても､個別具体的に考察してい
かなければならないだろう｡
最後に､全てのコミュニケーションも不可避的に強制されている､ということに関する課
題である｡これは先に述べた｢シンメトリーを欠いたパターン｣そのものの原因に注意を向
ける見方である｡資本主義経済がもたらす人々の間の不平等が､コミュニケーション的討議
における発言の不平等をもたらす恐れがあるというわけである｡また､こうした不平等を解
消するた糾こもしも社会保障政策が行われたとしても､それは新たな,る福祉国家による生活
世界の植民地化でしかない｡さらに､こうしたコミュニケーションの強制という問題は｢北｣
と｢南｣との間の強制連関という危険をもはらんでいると言える38)なぜならハーバーマス
の思想は｢『西洋合理主義』 (マックス･ヴェ-バー)の所産そのもの｣だからである39)｡こ
の点に関してハーバーマス理論は､資本主義経済がもたらす国際的な階層構造に着目するタ
イプの世界システム論とも共生する必要があろう40)
お　わ　り　に
これまでの検討の結果､次のことが言える｡
まず､ハーバーマス理論の適用には､次の2つの利点があるo最も重要なのは､ハーバー
マス理論を適用することによって､トランスナショナル･アクターの国際社会における政治
37)ユルゲン･ハーバーマス著､三島憲一､山本尤､木前利秋､大貫敦子訳『遅ればせの革命』岩波書店､ 1992年､ 411
45s;､
38)ノ＼-バーマス『遅ればせの革命』､ 43-45貢参照｡
39)ハーバーマス『コミュニケイション的行為の理論[上]』､ 3貢｡
40)最近の世界システム論に関する議論について､田中明彦｢現在の世界システムと安全保障｣掴際問題j第511号､
2002年10月､ 2 -17貢参照.
国際政治におけるトランスナショナル･アクターの分析 135
行為を､国家の政治行為と独立のものと捉えることができるということである｡また､第3
項の(1)で加えたアクターの側面および行為の側面からの制限により､ ｢はじめに｣で述べた
トランスナショナル･アクターの定義に比べ､ハーバーマスの市民社会論で説明できるトラ
ンスナショナル･アクターの範囲は制限された｡しかし元来トランスナショナル･アクター
という言葉に含まれる主体があまりに多いことを考えると､こうした制限はむしろトランス
ナショナル･アクター研究の議論の特定化に資すると言えるo
しかし､今後への課題もある｡これに関しては第4項で述べたので繰り返さないが､第3
項の(2)で述べた国際政治システムと国家システムとの違いによる修正が残した課題は重大
であるので触れておきたい｡その課題とは結論的に言うと､第4項にも述べた通り､法制化
の過程の厳密な比較検討である｡その検討の結果如何ではトランスナショナル･アクターの
持つ政治的パワーは､国際社会では実は大した影響力を持たない､という結論も招きかねな
いのである｡
I
